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：１、施工前

：（ひび割れ部は、注入施工済み）

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：２、スリット位置墨だし

：

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：３、カッター入れ

：溝奥行き：27mm～30mm

：カッター刃厚み：2mm前後

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：
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：４、マスキング前、プライマー塗布

：（スリット上下各30mm程度）

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：５、炭素繊維板挿入

：幅：25mm（スリット内奥行き）

：厚み：1.2mm

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：６、マスキングテープ養生

：（スリット上下各15mm程度）

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：
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：７、エポキシパテ付け

：

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：８、注入ドーム設置

：　（ドーム廻りのパテをヘラで抑える）

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：９、エアー抜き部穴あけ（1.4mm）

：　（楊枝仮塞ぎ）

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：
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：１０、ドーム内へエポキシ樹脂充填

：※この作業により、スリット内に

：エポキシ樹脂が隅々まで注入されます。

　 ：又、ドーム（低圧樹脂注入器具）内の

：ゴム膜の復元力により加圧された状態

：で硬化する為、硬化に伴う痩せなども

：ありません。

ビルシステム株式会社：以下、参考URL内、SS工法詳細説明

備考 ：http://bsys.co.jp/　

：１１、硬化確認後、注入ドーム撤去

：

：

　 ：

：

：

：

ビルシステム株式会社：

備考 ：

：１２、ドーム撤去跡をエポキシパテで

：　　　塞ぎ、完了です。

：

　 ：※基礎表面の仕上げは、エポキシパテ

：部分が全体の基礎高さに対してわずか

：30mm程度なので、部分的なプライマー

：処理で、化粧モルタル仕上げも可能です。

ビルシステム株式会社：勿論、弾性系塗料でも問題ありません。

備考 ：


